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公
共
施
設
更
新
の
大
量
発
生
に
備
え
て 

【
問
】
今
後
の
施
設
更
新
の
大
量
発

生
に
備
え
て
は
、
基
金
の
積
立
を
準

備
す
る
と
同
時
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
事

業
手
法
の
活
用
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
「
期
待
し
た
ほ
ど
の
Ｖ
Ｆ

Ｍ
が
出
な
い
」
と
の
理
由
で
凍
結
す

る
の
で
は
な
く
、
地
元
の
建
設
事
業

者
や
金
融
機
関
を
核
と
し
て
、
新
た

な
価
値
の
創
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。 

【
答
】
近
年
、
民
間
企
業
の
資
金
調

達
に
お
い
て
は
不
動
産
の
証
券
化
や

債
権
の
流
動
化
な
ど
と
い
っ
た
様
々

な
手
法
が
開
発
さ
れ
て
き
て
い
る
。 

　
今
後
、
区
に
お
い
て
も
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は

も
と
よ
り
、
新
た
な
手
法
を
活
用
で

き
る
可
能
性
を
検
討
し
、
公
共
施
設

の
更
新
に
備
え
て
い
く
。 

耐
震
診
断
助
成
に
つ
い
て 

【
問
】
10
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
昭
和
56
年
の
耐
震
基
準
改 

秒
で
も
早
い
安
否
確
認
と
被
害
を
受

け
た
場
合
の
救
助
が
必
要
で
あ
る
。

区
に
お
け
る
高
齢
者
等
の
安
否
確
認

と
救
助
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。 

【
答
】
安
否
確
認
に
つ
い
て
は
、
防

災
区
民
組
織
等
に
お
願
い
し
て
い
る
。

　
今
後
は
介
護
支
援
事
業
者
等
の
日

常
的
に
要
援
護
者
と
係
わ
る
機
関
に

よ
る
安
否
確
認
も
検
討
し
て
い
く
。 

　
ま
た
、
救
助
体
制
に
つ
い
て
は
、

災
害
対
策
本
部
に
災
害
要
援
護
者
対

策
班
を
設
置
し
、
情
報
収
集
及
び
救

助
等
の
実
施
と
調
整
を
行
っ
て
い
く
。 

    

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
い
て 

【
問
】
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
を
促

進
す
る
大
規
模
な
運
動
の
展
開
が
重

要
で
あ
る
。
環
境
省
は
、
大
規
模
「
国

民
運
動
」
推
進
事
業
を
予
算
措
置
し
、

平
成
17
年
６
月
の
環
境
月
間
に
、
広

範
で
集
中
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企

業
や
各
種
団
体
等
と
連
携
し
て
行
う
。 

　
区
も
こ
の
環
境
月
間
に
連
動
し
て
、

誰
も
が
目
に
付
く
よ
う
な
大
々
的
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
運
動
等
を
行
う
べ

き
と
思
う
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。 

【
答
】
環
境
省
の
大
規
模
「
国
民
運

動
」
推
進
事
業
は
、
実
施
設
計
企
画

提
案
が
平
成
17
年
２
月
に
採
択
さ
れ

た
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
に
は
多
様

な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
提
案
さ
れ

て
お
り
、
区
と
し
て
連
動
し
た
取
り

組
み
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
大
い
に

意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

　
今
後
、
国
の
事
業
展
開
と
の
連
動

を
常
に
視
野
に
入
れ
て
、
区
民
環
境

フ
ェ
ア
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。 

中
学
生
の
職
場
体
験
に
つ
い
て 

【
問
】
将
来
の
雇
用
対
策
や
ニ
ー
ト

対
策
を
含
め
、
そ
し
て
何
よ
り
も
「
生

き
る
力
」
を
育
む
上
で
、
職
場
体
験

は
重
要
な
視
点
と
考
え
る
。
是
非
、

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、

区
の
見
解
を
伺
う
。 

【
答
】
現
在
各
中
学
校
に
お
い
て
は
、

道
徳
や
特
別
活
動
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
、
自
己
実
現
を
図
る
意
欲
・

態
度
や
能
力
を
育
て
る
と
と
も
に
、

職
場
体
験
を
含
め
た
進
路
指
導
を
行

っ
て
い
る
。「
生
き
る
力
」
を
育
む
上

で
職
場
体
験
は
重
要
で
あ
り
、
今
後

も
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
指
導
し

て
い
く
。 

    

国
の
税
制
改
正
に
対
し
て
、 

区
長
の
所
見
を
示
せ 

【
問
】
小
泉
内
閣
は
増
税
と
改
憲
と

い
う
「
二
大
反
動
政
治
」に
踏
み
出
そ

う
と
し
て
い
る
。
国
会
で
可
決
さ
れ

た
「
配
偶
者
特
別
控
除
廃
止
」「
消
費

税
の
免
税
点
引
き
下
げ
」「
公
的
年
金

等
控
除
の
縮
小
」「
老
年
者
控
除
の
廃

止
」
な
ど
、
国
民
へ
の
増
税
項
目
が

ず
ら
り
と
並
ぶ
内
容
で
あ
り
、
区
民

生
活
を
脅
か
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。 

　
区
長
は
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
国

の
定
率
減
税
縮
小
・
廃
止
等
に
よ
る
、

区
民
負
担
の
影
響
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
、
所
見
を
示
せ
。 

【
答
】
国
の
税
制
の
改
正
理
由
は「
現

下
の
経
済
・
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
つ

つ
、持
続
可
能
な
経
済
社
会
へ
の
活
性

化
を
実
現
す
る
た
め
の
あ
る
べ
き
税
制

の
構
築
に
向
け
た
改
革
の
一
環
」
と
し

て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
度
の
税
制
改
正
に

よ
る
あ
る
程
度
の
区
民
負
担
は
、区
政

に
と
っ
て
も
必
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

都
区
財
政
制
度
の
算
定
項
目
の 

見
直
し
を
東
京
都
に
働
き
か
け
よ 

【
問
】
23
区
の
全
て
で
就
学
前
ま
で

所
得
制
限
な
し
で
実
施
し
て
い
る
「
乳

幼
児
医
療
費
助
成
事
業
」
の
財
調
算

定
で
、
所
得
制
限
を
撤
廃
で
き
る
よ

う
働
き
か
け
る
な
ど
、
改
善
提
案
を

行
う
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

【
答
】
都
区
財
政
調
整
制
度
は
、
毎

年
各
区
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
都

と
調
整
協
議
を
行
っ
て
い
る
。 

　「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
」
算
定

上
の
所
得
制
限
撤
廃
に
つ
い
て
も
、

区
側
提
案
と
し
て
協
議
を
行
っ
て
い

る
が
、
自
主
財
源
充
当
事
業
と
す
る

東
京
都
の
見
解
と
平
行
線
の
状
況
で

あ
る
。
引
き
続
き
、
各
区
と
の
協
議

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。 

区
民
の
負
担
増
を
前
提
と
し
た 

新
年
度
予
算
案
は
見
直
せ 

【
問
】
新
年
度
予
算
案
は
、
配
偶
者

特
別
控
除
の
廃
止
な
ど
、
区
民
負
担

が
増
し
て
い
る
中
、
保
育
料
平
均
20

％
の
値
上
げ
、
国
保
料
の
値
上
げ
等

が
含
ま
れ
て
い
る
。 

　
小
泉
内
閣
と
石
原
都
政
に
よ
る
住

民
負
担
増
政
策
、
生
活
破
壊
が
進
む

中
で
、
新
た
な
区
民
負
担
増
を
前
提

と
し
た
新
年
度
予
算
は
見
直
す
べ
き

と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

【
答
】
区
民
要
望
に
的
確
に
対
応
し

安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
た
め
に
は
、
従
来
手
法
に
よ

る
経
費
節
減
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

い
状
況
に
至
っ
て
お
り
、
区
民
に
も

公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら
、
受
益
者

負
担
の
原
則
に
よ
り
応
益
負
担
を
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。 

　
保
育
料
と
同
様
、
他
の
負
担
金
等

も
、
今
後
絶
え
ず
見
直
し
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。 

障
害
者
入
所
施
設
建
設
を
問
う 

【
問
】
同
施
設
の
建
設
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
国
が
補
助
金
を
支
出
し

な
か
っ
た
場
合
、
都
は
財
源
措
置
を

す
る
約
束
を
し
て
い
る
の
か
。 

　
区
は
国
に
補
助
金
の
支
出
を
働
き

か
け
、
あ
わ
せ
て
周
辺
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
や
在
宅
を
支
え
る
施
設
整
備
を

し
、
建
設
計
画
を
た
て
待
機
者
を
解

消
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

【
答
】
都
は
、
国
庫
補
助
の
内
示
が

な
い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
事
業
の

執
行
停
止
を
す
る
旨
の
依
命
通
達
を

出
し
て
い
る
。 

　
国
へ
は
都
を
通
じ
社
会
福
祉
施
設

整
備
費
財
源
確
保
を
要
望
し
て
い
る
。 

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
は
、
平
成

18
年
度
改
定
予
定
の
障
害
者
計
画
の

中
で
計
画
的
に
整
備
し
て
い
き
た
い
。 

    

国
の
介
護
保
険
制
度
「
見
直
し
」
等

に
つ
い
て 

【
問
】
国
の
介
護
保
険
制
度
の
見
直

し
は
、
問
題
の
改
善
で
は
な
く
、
公

平
性
を
口
実
に
、
施
設
入
所
に
は
部

屋
代
や
食
事
代
の
徴
収
を
す
る
方
向

で
あ
る
。
低
所
得
者
は
保
険
料
や
利

用
料
を
負
担
し
き
れ
ず
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
事
態
を

招
く
こ
と
に
な
る
が
、
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
年
金
生
活
者
等
が
ホ
テ
ル

コ
ス
ト
費
用
を
負
担
し
き
れ
な
い
場

合
、
区
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。 

　
特
養
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
要
望

が
強
く
待
機
者
も
多
い
が
、
現
段
階

で
の
具
体
的
な
建
設
計
画
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。 

【
答
】
今
回
の
制
度
改
革
は
、
制
度

の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、
予

防
重
視
型
の
シ
ス
テ
ム
に
転
換
を
図

る
も
の
で
あ
る
。
区
民
が
介
護
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な

い
と
考
え
る
。 

　
施
設
給
付
の
見
直
し
は
、
在
宅
と

施
設
の
利
用
者
負
担
等
の
公
正
性
の

観
点
か
ら
導
入
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

　
具
体
的
な
特
養
ホ
ー
ム
の
設
置
は

旧
第
三
中
学
校
跡
地
等
の
４
箇
所
で

計
画
を
進
め
て
い
る
。 

第
二
中
学
校
跡
利
用
と 

「
金
八
記
念
館
」
構
想
に
つ
い
て 

【
問
】
二
中
校
舎
の「
金
八
記
念
館
」

構
想
の
要
望
は
積
極
的
に
生
か
す
べ

き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

【
答
】
二
中
校
舎
を
存
続
す
る
と
耐

震
補
強
工
事
等
の
実
施
や
年
間
維
持

費
が
か
か
る
。
こ
う
し
た
状
況
と
、区

の
財
政
状
況
を
勘
案
し
、売
却
も
ひ
と

つ
の
選
択
肢
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。 

    「
さ
く
ら
」
を
活
か
し
た 

足
立
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
れ 

【
問
】
「
桜
を
め
で
る
な
ら
足
立
区
へ
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
て
は
ど
う

か
。
葛
西
用
水
親
水
水
路
の
桜
並
木

を
延
長
す
れ
ば
集
客
力
も
高
ま
り
話

題
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

　
さ
ら
に
荒
川
土
手
に
五
色
桜
を
復

活
さ
せ
た
り
、
千
寿
桜
堤
中
学
校
の

校
名
に
あ
わ
せ
、
近
く
の
土
手
に
植

栽
し
て
魅
力
を
高
め
て
は
ど
う
か
。 

【
答
】
区
は
桜
１
万
本
植
樹
に
向
け
、

積
極
的
に
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

　
中
学
校
近
く
の
堤
防
は
規
格
の
関

係
で
植
栽
は
困
難
だ
が
、
そ
の
他
の

土
手
に
つ
い
て
は
高
規
格
堤
防
の
整

備
に
あ
わ
せ
順
次
植
栽
に
努
め
、
区

の
木
で
あ
る
「
さ
く
ら
」
を
シ
ン
ボ
ル

と
し
、
桜
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
た
公

園
づ
く
り
、
河
川
整
備
を
進
め
、
区

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。 

住
宅
改
良
助
成
事
業
の
対
象
に 

耐
震
補
強
工
事
も
加
え
よ 

【
問
】
住
宅
改
良
助
成
事
業
を
、
年

度
途
中
で
も
制
度
を
改
正
し
て
、「
耐

震
補
強
工
事
」
も
助
成
対
象
に
加
え

る
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

　
制
度
改
正
の
際
は
、
中
野
区
の
よ

う
に
「
耐
震
診
断
の
総
合
窓
口
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
を
導
入
し
、

あ
わ
せ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
も

利
用
し
や
す
い
制
度
に
改
善
す
べ
き

と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

【
答
】
耐
震
補
強
工
事
へ
の
助
成
は

課
題
が
あ
る
。
耐
震
工
事
へ
の
助
成
、

ま
た
、
診
断
か
ら
補
強
工
事
ま
で
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
等
の
導
入

は
引
き
続
き
検
討
し
て
い
る
。 

　
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
耐
震
補
強

工
事
・
建
替
え
は
考
え
て
い
な
い
。 

  

た
が
た
　
直
昭

た
が
た
　
直
昭  
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